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　東山区は京都市の中でも特に少子高齢化が顕著である。本事業は「食」を通じた生活の知恵を次世代に伝えることで世代

間の交流を図り、未来を担う子どもたちの望ましい食習慣の形成や高齢者のネットワークづくりなどを目的とし、地域活動

を行っている。平成24・25年の２年間は「東山区まちづくり支援事業助成金」を受け、この事業を開始したが、平成26年

からは地元女性会のボランティアの皆さんと東山区地域力推進室のご協力をいただきながら、大学独自の継続事業として取

り組んでいる。

◆夏休み親子料理教室

　東山区六原地域女性会のボランティアの方々のご協力

を得て、親子料理教室を開催した。世代交流の場を提供

し、食生活上の経験や知恵を交換し合うなど、女性会の

皆さんと若いお母さんと元気な小学生が、素晴らしい時

間を共有できる料理教室となった。

４月13日　地域交流・料理教室の実施について、六原

地域女性会会長と打ち合わせ

６月15日　区民新聞掲載「親子で料理を楽しんでみま

せんか？」 親子料理教室参加募集記事（東山区在住の小

学生と保護者対象、10組20名募集）、京女大クリニック

通信募集記事（p.21参照）

８月１日　料理教室実施

◉◉日時：平成29年８月１日（火）10：00～13：00

◉◉会場：栄養クリニック調理室

◉◉参加者：六原地域女性会３名、親子６組17名

◉◉献立：おだしの効いた京風スープカレー、ぷるぷる

のわらび餅

◉◉実施内容：親子で昆布とかつお節から混合だしをと

り、昆布だしの味、塩が加わった味、かつおだしが

加わった味を体験して、だしの美味しさを親子でしっ

かり学んだ。カレーとわらび餅の調理を女性会やス

タッフの支援の下で行い、親子でじっくり楽しんで

いただいた。

◉◉お母さんからの感想：大変楽しく参加させていただ

きました。子どもと一緒にお料理をする時間はなか

なかありません。とても貴重な時間を過ごすことが

できました。また、参加したいです。

◉◉お子さんからの感想：かつおと昆布のだしが効いた

カレーはとっても美味しかった。わらび餅の作り方

も面白く、ぷにぷにして美味しかった。また作りた

い。とても楽しかった。

 （木戸詔子）

◆シニア料理教室

　高齢者の健康管理は東山地域の活性化に重要な課題で

あり、地域のみなさんが元気に交流し合うことでいきい

きとした町づくりに繋がる。アンチエイジングの食生活

をテーマにミニ講義と調理を通して、交流の場を提供し、

健康長寿に繋げていただいた。

９月15日　区民新聞掲載「シニア料理教室」参加募集

記事（東山区在住の方、16名募集）、京女大クリニック

通信募集記事（p.21参照）

10月25日　料理教室実施

◉◉日時：平成29年10月25日（木）10：00～13：00

◉◉会場：栄養クリニック調理室

◉◉参加者：東山区民　８名
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◉◉献立：（簡単スピード料理）鶏と長芋の甘煮、えの

きとかいわれの海苔和え、簡単豆腐丼、豆乳スープ　

◉◉参加者の感想：初めての参加でしたが、楽しい雰囲

気の中で美味しい料理があっという間にできました。

日常の食材を使って新しい料理法を学ぶことができ、

ちょっとした工夫で減塩でも十分美味しくなること

など、とても参考になりました。

◆「栄養クリニック通信No.11〜No.12」の発行

◉◉発行月：７月、10月　

◉◉数量：各号1,700枚

◉◉配布先：東山区の全小学校（計３校）と 東山区役所・

東山保健センター窓口

◉◉記事内容：

No.11　７月号：「正しい知識をもち、熱中症を予防

しよう！」

 「夏休み親子料理教室への参加募集」

No.12　10月号：「正しい知識をもち、風邪を予防

しよう！」「シニア料理教室への参加募集」

「夏休み親子料理教室の体験記」

◉◉

No.11　７月号

No.12　10月号

 （木戸詔子）


